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る】の11のカテゴリーが抽出された｡ 患者は､ 術後の状況を自分なりに捉え､ 回復への目標を設定し､ 医療
者や家族を活用しながら､ 自分の状態をより良くするための工夫をし取り組みを行なっていた｡ また､ 自己
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あった｡ 平均年齢は､ 54.2歳で､ 病名は､ 胃
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